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「郷土文化の飛躍と地区の祭礼から泉南市全体の祭礼へ！」を合い言葉に始まった泉

南市祭礼パレード。泉南に祭礼シーズンの幕開けを告げる第８回泉南市祭礼パレードが

華やかに開催され、各地区自慢のやぐら１７台があいぴあ泉南に大集合、泉南市役所ま

での約500メートルを威勢良くパレードしました。

好天にも恵まれ、大勢の見物客が見守る中、優雅な「練
ね

り」や豪快な「廻
まわ

せ」、疾風の

如き「やり回
まわ

し」等、それぞれが趣向を凝らしたやぐらの曳行を披露。「ソーリャー！ソ

ーリャー」のかけ声が天まで届く勢いで、秋空に響き渡っていました。 （１０月５日）

カッコええやん！泉南市祭礼パレード
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【在宅サービス】（利用者の自己負担

は費用の１割です）

▼訪問介護（ホームヘルプサービ

ス）＝ホームヘルパーによる介護や

身のまわりの世話等をうけられま

す。

▼訪問入浴介護＝移動入浴車による

入浴の介護をうけられます。

▼訪問看護＝看護師等が行う診療補

助をうけられます。

▼訪問リハビリテーション＝理学療

法士、作業療法士等が行う機能回復

訓練をうけられます。

▼居宅療養管理指導＝医師、歯科医

師、薬剤師等による療養上の管理、

指導をうけられます。

▼通所介護（デイサービス）＝デイ

サービスセンター等での入浴の介

助、食事の提供、機能訓練等をうけ

られます。

▼通所リハビリテーション（デイケ

ア）＝医療施設等での機能回復訓練

をうけられます。

▼短期入所生活介護（ショートステ

イ）＝特別養護老人ホーム等に短期

間入所して、介護や日常生活上の世

話、機能訓練をうけられます。

▼短期入所療養介護（ショートステ

イ）＝介護老人保健施設等に短期間

入所して、看護や医学的管理下にお

ける介護等をうけられます。

▼福祉用具の貸与や購入費の支給＝

特殊ベッドや車いす等の貸与やポー

タブルトイレ等の購入費の支給をう

けられます。

▼住宅改修費の支給＝手すりの取り

付けや段差の解消等の改修費の支給

をうけられます。

【施設に入って利用する在宅サービ

ス】

▼痴呆対応型共同生活介護（グルー

プホーム）＝痴呆性高齢者が、共同

生活を営む住居において介護や身の

まわりの世話等をうけられます。

※要支援と認定された方はうけられ

ません。

▼特定施設入所者生活介護＝有料老

人ホーム等に入所している方が、介

護サービス計画に基づく介護をうけ

られます。

介護保険は、保険料などを財源として、高齢者の介護を社会全体で支え合っていく制度として、平成１２年４

月にスタートしました。介護サービスを利用する方の数やサービスの量は年々増加し続けています。

介護が必要となり、実際にサービスを利用するためには、いくつかの手続きが必要です。介護保険のしくみを

ご理解いただき、サービスをうまく利用しましょう。 ▼問合せ＝介護保険課（薀祟０００１・内線３３５）

介護保険で利用できるサービス・・・・・・・・・

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（9月末現在）
人口‥‥‥‥65,640人
男‥‥‥31,993人
女‥‥‥33,647人

世帯数‥‥23,396世帯

【施設サービス】（要支援と認定された方は

うけられません）

▼介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

への入所＝施設サービス計画に基づく、介

護、機能訓練、その他必要な世話をうけら

れます。

▼介護老人保健施設への入所＝病状が安定

した方が、機能訓練を中心とする医療ケア

や介護、日常生活上の世話をうけられます。

▼介護療養型医療施設（療養病床等）への

入院＝長期療養の必要な方が、介護等の世

話、機能訓練、その他必要な医療をうけら

れます。

年齢に応じて、第１号

被保険者と第２号被保険

者に区分されます。

▼65歳以上の方（第１号

被保険者）＝原因を問わ

ず、日常生活に介護や支

援が必要となった場合に

認定をうければサービス

が利用できます。

▼40歳～64歳の方（第２

号被保険者）＝加齢によ

る病気（※特定疾病）が

原因で、介護や支援が必

要となった場合に認定を

うければ、サービスが利

用できます。

※特定疾病には次の15の

疾病が定められています。

笊初老期の痴呆笆脳血管

疾患笳筋萎縮性側索硬化

症笘パーキンソン病笙脊

髄小脳変性症笞シャイ・

ドレガー症候群笵糖尿病

性腎症、糖尿病性網膜症、

糖尿病性神経障害笨閉塞

性動脈硬化症笶慢性閉塞

性肺疾患筐両側の膝関節

または股関節に著しい変

形を伴う変形性関節症筺

慢性関節リウマチ笄後縦

靱帯骨化症筍脊柱管狭窄

症笋骨折を伴う骨粗鬆症

筌早老症

介護保険には、40歳以上の方が加入します・・・・

かかりつけ医等 
からの医学的な 
意見 

市町村職員等に 
よる心身の状況 
などの調査 

※認定結果に不服がある時 は、都道府県に設置されている介護保険審査会に申し立てることができます ※意見書入手に関する費用は市町村が負担します 
 

▼自宅でサービスをうけ 
る方は在宅サービス（訪 
問介護、施設での日帰り 
介護、施設への短期入所 
等）がうけられます。 

▼施設で介護をうける方 
は特別養護老人ホームや 
介護体制の整った医療施 
設等で施設サービスがう 
けられます。 

要介護度 （要支援・ 
要介護１ ～５）等の 
認定結果 を通知 

要介護度に応じて、介護 
支援専門員（ケアマネー 
ジャー）が本人や家族の 
意見をふまえた介護サー 
ビス計画を作成（自分で 
作ることも可）～無料～ 

介護認定審査会 

で介護サービス 

が必要かどうか、 

必要とすればど 

れくらい必要な 

のか審査判定 

介護保険によるサービス 
はうけられませんが、市 
町村独自の保健福祉サー 
ビスがうけられる場合が 
あります。 

被保険者 

市町村 サービス計画の作成 サービスの利用 

居宅介護 
支援事業者 

認定調査 

非該当 

自　立 

認定 審査判定 

主治医の意見書 

申請 

※本人や家族等による申請 

介護保険サービス介護保険サービスをを利用するために利用するために



〜
正
午
笆
笘
は
午
後
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〜
四
時
▼

と
こ
ろ
＝
笊
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は
樽
井
公
民
館
笳
笘
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新
家
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▼
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象
＝
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勤
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方
で
パ
ソ
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基
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操
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〇
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携
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Ｈ
Ｄ
フ
ロ
ッ
ピ

ー
デ
ィ
ス
ク
一
枚
▼
申
込
み
＝
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笳
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二

十
二
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貍
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往
復
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に
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人
）
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住
所
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氏
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齢
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話
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号
、
受
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笊
〜

笘
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〒
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九
〇
・
〇
五
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一
泉
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樽
井
六
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一
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の
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井
公
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パ
ソ
コ
ン
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状
係
へ
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
っ
て
い
な
い

方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ

ん
か
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
・
十
一
月
十
一
日
貂
（
薀

祟
４
６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・
十
一

月
十
一
日
貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜

保
育
所
・
十
一
月
十
八
日
貂
（
薀
祚
２

６
６
０
）
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
・
十
一

月
十
八
日
貂
（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
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っ
こ
広
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（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の

遊
戯
室
、
所
庭
）
・
十
一
月
十
二
日
貉
、

十
一
月
二
十
六
日
貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）

▼
開
放
時
間
＝
笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
笆
笘
は
午
前
九
時
半
〜
十
一

時
▼
問
合
せ
＝
児
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福
祉
課
（
内
線
二

八
一
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▼
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格
＝

次
の
笊
〜
笳
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
笊
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
笆
①
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す
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①
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心
理
士
の
資
格
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す
る

方
②
臨
床
心
理
士
養
成
に
関
す
る
指
定

大
学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
（
コ
ー
ス
・

領
域
）
を
修
了
し
た
方
澆
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
大
学
院
研
究
科
に
お
い
て
、

心
理
学
を
専
攻
す
る
博
士
課
程
前
期
課

程
ま
た
は
修
士
課
程
を
修
了
し
た
方
笳

心
理
臨
床
経
験
（
教
育
相
談
機
関
、
病

院
等
の
医
療
施
設
、
心
理
相
談
機
関
等

で
心
理
臨
床
に
関
す
る
従
業
者
迚
心
理

相
談
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
迥
と
し
て

の
勤
務
経
験
）
を
有
す
る
方
▼
採
用
予

定
人
員
＝
一
人
▼
試
験
日
＝
十
一
月
二

十
七
日
貅
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
・

面
接
▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
十
六
年
一

月
〜
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
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一
月
四
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貂
か
ら
人
事
課
で
▼
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込
み
＝
十
一

月
十
三
日
貅
〜
十
一
月
二
十
日
貅
に
人

事
課
へ
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内

線
二
八
一
）

▼
と
き
＝
十
一
月
八
日
貍
、
十
一
月
九

日
豸
※
花
展
は
午
前
九
時
半
〜
午
後
五

時
、
茶
会
は
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
参
加
費
＝
花

展
は
無
料
、
茶
会
は
茶
券
五
〇
〇
円
▼

申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）
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泉
南
市
茶
花
道
連
盟

花
展
・
茶
会

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

泉南市ごみ収集日お知らせサービス「ごみの日メ
ール」は、泉南市と譁NTTドコモ関西が協力して行
う、市民サービスの向上を目的とした実験サービス
です。新たな市民サービス創造のために、モニター
利用者を募集します。
▼利用方法＝あなたの携帯電話から受付用ホームペ
ージ（http://www.info.city.sennan.osaka.jp/annai/）
にアクセスしてください
▼登録内容＝携帯電話のeメールアドレス、配信時間
帯、居住地域（▽お名前は不要です▽NTTドコモ以
外の携帯でも利用できます辣実験サービスのため動
作確認は行っていません辭）
▼登録受付期間＝平成15年11月1日貍午前10時～
▼サービス開始日＝平成15年11月1日貍～

▼その他＝▽応募者
多数の場合は受付を
制限する場合があり
ます▽実験サービス
は平成16年2月29日
で終了させていただ
きます
▼費　用＝登録やサ
ービスは無料です。
但し、メール受信費
用は利用者の負担と
なります
▼問合せ＝情報管理課（内線328／monitor@city.sen
nan.osaka.jp）

子育ての中で日頃
感じていることを話
し合ったり、子ども
の年齢に合わせた遊
びを楽しみながら友
だちをつくりません
か。
笊なかよし教室（０
歳児向け）
▼と　き＝12月４日
貅、12月18日貅、平
成16年1月8日貅、1
月21日貉、2月5日貅、
2月19日貅※全6回
▼内　容＝身体計測、
手遊びやふれあい遊
び、おもちゃづくり、
食生活・子どもの病
気についてのミニ知
識、調理実習（離乳
食）、保護者の交流な
ど
▼対　象＝1歳未満
（平成14年12月1日生
以降）の乳幼児と保
護者
笆わんぱく教室
▼と　き＝12月11日
貅、12月26日貊、平
成16年1月15日貅、
1月29日貅、2月12

日貅、2月26日貅※
全6回
▼内　容＝身体計測、
手遊びやふれあい遊
び、おもちゃづくり、
食生活についてのミ
ニ知識、調理実習
（おやつ）、保護者の
交流など
▼対　象＝1歳～2歳
未満（平成13年12月
1日～平成14年11月
31日生）の子どもと
保護者
▼笊笆時間＝すべて
午前10時～11時半
▼笊笆ところ＝子育
て支援センター・ひ
だまり（鳴滝第二保
育所内）
▼笊笆参加費＝無料。
但し、調理実習の材
料費は自己負担
▼笊笆定員＝各10組
（多数の場合は抽選）
▼笊笆申込み・問合
せ＝11月17日豺まで
に、お電話で子育て
支援センター・ひだ
まりへ（薀祚３３７
１）

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

ごみ出しは結構たいへん。収集日を間違えたり、忘れたり‥。そんな不便をメールが解決。メールアド
レスさえ登録しておけば、ご指定の時間に、ごみの種類と収集のご案内メールがあなたに届きます。

▼
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＝
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月
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日
貍
〜
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▽
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午
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時
〜
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▽
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は
午
前
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半
〜
十
一
時

半
（
※
十
一
月
十
五
日
貍
は
な
し
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
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ン
タ
ー
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
と
保
護
者
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定
員
＝
二
〇

人
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上
靴
を

持
参
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

使
用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

お
母
さ
ん
同
士
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

遊
び
で
、
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
十
二
月
十
七
日
貉
午
後
二
時

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
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育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
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鳴
滝
第
二
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育
所
内
）
▼
内

容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
子
育
て
の
お
は

な
し
等
▼
テ
ー
マ
＝
お
母
さ
ん
も
友
だ

ち
に
な
ろ
う
・
パ
ー
ト
２
／
子
ど
も
心

を
思
い
出
そ
う
▼
講
師
＝
若
林
静
代

わ
か
ば
や
し
し
ず
よ

さ
ん
（
主
任
児
童
委
員
）
▼
対
象
＝
就

学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
定
員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）
▼

そ
の
他
＝
一
時
保
育
あ
り
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
一
月
五
日
貉
〜
十
一
月
二

十
八
日
貊
に
、
お
電
話
で
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
３
７
１
）

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
貍
〜
十
一
月
二

十
九
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の

方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加
す
る
日
に

青
少
年
セ
ン
タ
ー

紙
パ
ッ
ク
で
手
づ
く
り
の
紙
を
作

り
、
博
物
館
の
土
器
や
海
会
寺
跡
広
場

の
風
景
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
貍
、
十
一

月
二
十
九
日
貍
、
午
後
一
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼
対
象
＝
市
内
在

住
、
在
勤
の
二
日
間
参
加
で
き
る
方
※

小
学
四
年
生
以
下
は
保
護
者
の
方
が
同

伴
く
だ
さ
い
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

（
保
険
代
）
▼
定
員
＝
一
〇
人
（
先
着

順
）
▼
申
込
み
＝
十
一
月
五
日
貉
以
降

に
、
直
接
古
代
史
博
物
館
へ
来
館
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
古

代
史
博
物
館

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
、
十
一
月

二
十
二
日
貍
、
十
一
月
二
十
九
日
貍
の

各
日
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
一
〇
組

で
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
二
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
十
一

月
七
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
一
月
十
二
日
貉
〜
十
二
月

二
十
四
日
貉
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
四

時
〜
五
時
（
全
七
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
一
〜
三

年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
十
一
月
七
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
英
語
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明

記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー▼
と
き
＝
笊
十
一
月
八
日
貍
笆
十
一
月

二
十
二
日
貍
の
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
笊
青
少
年
の
森
笆
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
笊
野
鳥
観
察
笆
巣
箱
づ

く
り
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝

二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
午
後

一
時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
三
年
生
、
中

学
三
年
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
一

〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
六
日
貅
ま
で

に
、
お
電
話
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
十
一
月
八
日

貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後

二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に

お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子

木
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳

か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
十
五
日
貍
笆
十
一

月
十
五
日
貍
笳
十
一
月
三
十
日
豸
笘
十

一
月
三
十
日
豸
※
笊
笳
は
午
前
九
時
半

4

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

古
代
史
博
物
館
ク
ラ
ブ

紙
づ
く
り
を
し
よ
う

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

英
語
で
ご
あ
い
さ
つ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

子
育
て
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か



泉
南
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
民
協
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内

容
＝
講
演
、
テ
ー
マ
は
児
童
問
題
で
講

師
は
柴
田
花
華

し
ば
た
は
な
か

さ
ん
（
医
療
心
理
、
児

童
福
祉
の
専
門
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
民
生
委
員
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー

せ
ん
な
ん
、
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

泉
南
ふ
れ
あ
い
の
里
、
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
Ｈ
Ｏ
Ｓ

ホ

ス

の
会
等
に
よ
る
模
擬
店
も
あ

り
▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
二

四
四
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
二
十
六
日
貉
笆
十

二
月
三
日
貉
笳
十
二
月
十
日
貉
笘
十
二

月
十
七
日
貉
※
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十

二
歳
（
中
学
生
以
上
）
か
ら
二
十
五
歳

ま
で
の
青
少
年
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
十
一
月
十
八
日
貂
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
の
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
中
学
生
の
場

合
は
学
校
名
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相
談

会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）
に

参
加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後
六

時
〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
対

象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定
員
＝
各
科
目

五
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇
〇
八
円
（
教

材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
一
月

十
五
日
貍
ま
で
に
、
お
電
話
で
青
少
年

セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
だ
ま
り

の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前
保
育
を
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
九
日
貉
午
前
十
時

〜
十
一
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝

一
岡
神
社

い
ち
お
か
じ
ん
じ
ゃ
（
信
達
大
苗
代
／
古
代
史

博
物
館
前
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど

も
と
保
護
者
▼
内
容
＝
紙
芝
居
、
手
遊

び
、
ど
ん
ぐ
り
ひ
ろ
い
、
親
子
で
の
遊

び
等
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不

要
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
ひ
だ
ま
り
（
薀
祚
３
３
７
１
）

リ
ー
ス
づ
く
り
を
通
し
て
、
障
害
者

の
方
た
ち
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日
貍
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
小
中
学
生
と
保
護
者
（
四

年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
で
も
参
加
で

き
ま
す
）
▼
講
師
＝
作
業
所
Ｈ
Ｏ
Ｓ

ホ

ス

の

皆
さ
ん
▼
定
員
＝
一
五
組
で
三
〇
人
程

度
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝

十
一
月
二
十
一
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
ふ
れ
あ
い
親
子
リ
ー
ス

づ
く
り
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
九
日
貍
午
後
三

時
〜
五
時
、
十
一
月
三
十
日
豸
午
前
九

時
半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公

民
館
▼
そ
の
他
＝
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
▼
問
合
せ
＝
信
達
公
民
館
（
薀
祟
９

２
６
４
）

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
貍
午
後
一

時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
＝
笊
第
一
部
は
鳴
滝
第
一
小

学
校
演
劇
部
に
よ
る
演
劇
、
信
達
中
学

校
マ
ン
ド
リ
ン
部
に
よ
る
演
奏
（
世
界

に
一
つ
だ
け
の
花
、
草
原
）
笆
第
二
部

は
〜
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
あ
な
た
と
〜
歌

手
・
か
と
う
の
り
こ
さ
ん
／
ピ
ア
ノ
・

坂
下
文
野

さ
か
し
た
ふ
み
の
さ
ん
（
百
万
本
の
バ
ラ
、
サ

ン
ト
ワ
マ
ミ
ー
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
▼

問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二

四
三
）
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民
協
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

ひ
だ
ま
り
の
出
前
保
育

公
園
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉南市ルネッサンスカレッジの自然学科として、泉
南市自然遊学講座盻～眇を開催します。
綏自然遊学講座盻
▼と　き＝11月8日貍午前10時～
▼ところ＝種河神社

たねかわじんじゃ

（新家）
▼内　容＝里山の秋を楽しむパートⅠ
▼講　師＝山本博昭

やまもとひろあき

さん（環境省環境カウンセラー、
環境自然公園指導員、ＮＰＯシニア自然大学講師）
▼携行品＝弁当、水筒、タオル等
絽自然遊学講座眈
▼と　き＝11月15日貍午前10時～
▼ところ＝泉南市林野組合（信達岡中）
▼内　容＝里山の秋を楽しむパート蠡／岡中大樟

おかなかおおくす

～
林昌寺
りんしょうじ

をめぐる里山歩き～
▼講　師＝田中正視

た な か ま さ み

さん（環境自然公園指導員、泉南
高校教諭）、上久保文貴

かみくぼふみたか

さん（元貝塚自然遊学館長）

▼携行品＝弁当、水筒、タオル等
綛自然遊学講座眇
▼と　き＝11月22日貍午前10時～
▼ところ＝新家自然緑地
▼内　容＝里山の整備保全活動の体験、ネイチャーク
ラフト（自然物を使った工作）
▼指導・協力＝保全活動指導者、泉南の里山を大切に
する会会員
▼携行品＝弁当、水筒、タオル、作業のできる服装
▼綏～綛申込み＝ハガキ、電話、ファクスのいずれか
に参加希望講座名（綏～綛）、住所、氏名、年齢、性
別、電話番号を明記の上、〒590－0592（住所不要）
泉南市役所地域振興課（薀祟０００１・内線583／蕭
祟０２０６）へ▼綏～綛申込み期限＝綏11月5日貉絽
11月12日貉綛11月19日貉（必着）
▼綏～綛問合せ＝地域振興課（内線583）

ふ
れ
あ
い
親
子

リ
ー
ス
づ
く
り
教
室

泉
南
ふ
れ
愛
の
里

第
三
回
公
演
会

泉
南
山
野
草
会

秋
の
山
野
草
展
示
会

6

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
午
前
十
時

四
十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
朗
読
の
基

礎
か
ら
▼
講
師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ
さ
ん
（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
朗
読
講
師
）
▼
対
象
＝

十
八
歳
以
上
で
、
こ
ど
も
に
本
等
を
読

み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
十
五
日
貍
午
前
十

時
〜
十
時
四
十
分
笆
十
二
月
三
日
貉
午

後
四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な

ど
の
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
▼
対
象
＝

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際
交
流
推

進
チ
ー
ム
で
は
、
外
国
の
文
化
や
歴
史
、

習
慣
に
ふ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際

理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日
貍
午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
山
田
家
住
宅
▼

講
師
＝
崔
眞
善

ち
ぇ
じ
ん
そ
ん
さ
ん
▼
テ
ー
マ
＝
韓

国
の
文
化
に
つ
い
て
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
＝
十
一
月
六
日
貅
〜
十
一
月
十
二
日

貉
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

に
、
お
電
話
で
政
策
推
進
課
（
薀
祟
０

０
０
１
・
内
線
二
八
七
）
へ
▼
そ
の

他
＝
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
問
合

せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め
た
個
性

豊
か
な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貊
〜
十
一
月

十
六
日
豸
の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

内
容
＝
絵
画
、
生
花
、
陶
芸
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
と
き
＝
十
一
月
十
九
日
貉
午
前
八
時

半
〜
午
後
二
時
半
▼
コ
ー
ス
＝
新
家
公

民
館
前
（
集
合
）
〜
種
河
神
社

た
ね
か
わ
じ
ん
じ
ゃ

〜
笠か
さ

山や
ま

山
頂
〜
畦あ
ぜ

の
谷
地
蔵
〜
青
少
年
の

森
〜
新
滝
ノ
池

し
ん
た
き
の
い
け

〜
別
所

べ
っ
し
ょ

〜
新
家
駅
前

（
解
散
）
※
一
三
誅
・
一
般
向
き
▼
対

象
＝
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
で
全
行

程
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
方
▼
参
加

費
＝
無
料
（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼

定
員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）
▼
携
行

品
＝
弁
当
、
水
筒
、
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
十

一
月
十
日
豺
以
降
に
印
鑑
を
ご
持
参
の

上
、
直
接
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
）
へ
※
土
日
祝
日

は
除
く
▼
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
協
議
会

（
薀
祗
１
０
２
７
）

受
験
や
友
だ
ち
関
係
等
、
こ
ど
も
た

ち
の
ス
ト
レ
ス
も
色
々
で
す
。
ス
ト
レ

ス
は
悪
者
で
し
ょ
う
か
。
実
は
善
玉
の

ス
ト
レ
ス
も
あ
り
ま
す
。
悪
玉
の
ス
ト

レ
ス
を
う
ま
く
解
消
で
き
た
ら
元
気
に

な
り
ま
す
よ
。

▼
と
き
＝
十
二
月
十
四
日
豸
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

▼
内
容
＝
笊
ス
ト
レ
ス
っ
て
な
あ
に
笆

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
自
分
を
知
ろ
う

笳
自
分
の
ス
ト
レ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

考
え
よ
う
▼
対
象
＝
小
学
五
年
生
か
ら

中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
十
一
月
十
七
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ス
ト
レ
ス
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
へ

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五

二
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
三
日
貅
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

テ
ー
マ
＝
こ
れ
か
ら
の
知
的
障
害
者
の

福
祉
に
つ
い
て
▼
講
師
＝
杉
本
正

す
ぎ
も
と
た
だ
しさ

ん
（
帝
塚
山
大
学
人
文
科
学
部
人
間
文

化
学
科
助
教
授
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
▼

そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ
り
▼
問
合
せ
＝

大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
薀
祗
２
８
８
１
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
七
日
豺
午
後
一
時

半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン

タ
ー
二
階
会
議
室
▼
相
談
項
目
・
相
談

員
・
内
容
＝
笊
経
営
・
開
業
▽
中
小
企

業
診
断
士
▽
創
業
、
経
営
革
新
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
、
企
業
診
断
、
売
上
計
画
笆
税
務
▽

税
理
士
▽
所
得
・
消
費
税
、
贈
与
相
続
、

青
色
申
告
笳
登
記
・
債
権
▽
司
法
書
士

▽
登
記
、
債
権
回
収
、
借
地
借
家
笘
法

律
相
談
▽
弁
護
士
▽
手
形
、
法
律
知
識
、

契
約
書
笙
社
会
・
労
働
保
険
▽
社
会
保

険
労
務
士
▽
社
会
保
険
、
労
働
の
手
続

き
、
就
業
規
則
、
年
金
等
笞
金
融
商

品
・
住
宅
ロ
ー
ン
▽
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
▽
生
命
保
険
、
住
宅
ロ

ー
ン
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話

で
、
泉
南
市
商
工
会
へ
（
薀
祟
６
３
６

５
）

商
工
会
よ
ろ
ず
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

外
国
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

こ
ど
も
ス
ト
レ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

第
13
回
泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

砂
川
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
公
開
講
座

文化ホールでは、桂三枝さん
による独演会を開催します。
▼と　き＝11月14日貊午後６時
半開場、７時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自
由）
▼内　容＝桂三枝

かつらさんし

さんによる独
演会
▼入場料＝▽一般／前売2,000円
（当日2,500円）▽割引／前売1,500
円（当日2,000円）※割引対象は
高校生以下、60歳以上、障害者
の方及びその介護者
▼チケットの販売＝現在、文化
ホールにて好評販売中（販売時

間は午前10時～午後５時で月曜、
祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗７
７６７）

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す



泉
南
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
連
盟
で
は
、
冬
休
み
チ

ビ
ッ
コ
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
二
十
六
日
貊
〜
二
十

八
日
豸
（
市
役
所
集
合
・
解
散
）
▼
と

こ
ろ
＝
長
野
県
諏
訪
湖
近
郊
の
ブ
ラ
ン

シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
▼
対
象
＝
小

学
四
〜
六
年
生
（
大
人
の
フ
リ
ー
参
加

も
可
）
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
二
五
〇
〇
〇
円
※
中
学
生
以

上
は
二
七
〇
〇
〇
円
（
バ
ス
運
賃
、
宿

泊
費
、
ス
キ
ー
講
習
、
傷
害
保
険
、
一

部
食
費
を
含
む
）
▼
申
込
み
＝
十
一
月

三
十
日
豸
ま
で
に
、
お
電
話
で
同
連
盟

事
務
局
・
中
川
（
薀
碾
３
１
５
５
）
へ

▼
そ
の
他
＝
▽
十
一
月
三
十
日
豸
午
後

七
時
か
ら
樽
井
公
民
館
で
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
（
参
加
費
用
を
徴
収
）

▽
三
〇
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

す
る
場
合
あ
り
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
内
線
二
四
七
）

▼
内
容
＝
笊
Ａ
教
室
（
親
子
で
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
プ
リ
ン
ト
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を

製
作
し
ま
す
）
笆
Ｂ
教
室
（
親
子
で
身

近
な
も
の
を
使
っ
て
電
池
を
製
作
し
、

小
型
扇
風
機
を
作
り
ま
す
）
▼
と
き
＝

笊
十
二
月
十
三
日
貍
午
前
九
時
半
〜
午

後
四
時
笆
十
二
月
十
三
日
貍
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
府
立
佐
野

工
業
高
校
▼
対
象
＝
笊
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
笆
幼
稚
園
児
以
上
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
笊
笆
各
三
〇
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
一
月

二
十
八
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
希
望
教
室
（
笊

Ａ
教
室
ま
た
は
笆
Ｂ
教
室
）、
笊
Ａ
教

室
を
希
望
す
る
場
合
は
身
長
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
八
・
八
五
六
〇
泉
佐
野
市

高
松
東
一
の
三
の
五
〇
・
府
立
佐
野
工

業
高
校
・
親
と
子
の
も
の
づ
く
り
教
室

係
へ
▼
問
合
せ
＝
府
立
佐
野
工
業
高
校

（
薀
磆
２
７
７
２
／
蕭
磑
２
３
６
２
）

▼
と
き
＝
十
二
月
十
三
日
貍
午
後
六
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
泉
の
森
大
ホ
ー
ル
▼

内
容
＝
劇
団
青
芸
の
「T
he
W
inds

of
G
od

」（
自
分
自
身
で
生
き
方
を
選
べ

な
か
っ
た
戦
争
時
代
。
無
限
の
可
能
性

を
与
え
ら
れ
た
、
現
代
の
若
者
に
贈
る

名
作
）
▼
参
加
費
＝
会
費
制
で
月
額
一

〇
〇
〇
円
※
四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合

せ
＝
泉
南
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
薀
祟

２
９
０
９
）

障
害
や
障
害
者
を
取
り
巻
く
課
題
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
大
阪
ふ
れ
あ
い
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
七
日
豸
午
後
一
時
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
高
石
市
民
文
化
会
館

（
ア
プ
ラ
ホ
ー
ル
）
▼
内
容
＝
セ
レ
モ

ニ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
芹
洋
子
コ

ン
サ
ー
ト
他
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
八
〇
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
＝
十
一
月
十
四
日
貊
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ

ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
参
加
希
望
人
数
、

住
所
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記

の
上
、
〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
（
住
所

不
要
）
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健

福
祉
室
在
宅
課
（
蕭
06
・
６
９
４
４
・

６
６
７
４
）
▼
問
合
せ
＝
同
在
宅
課

（
薀
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

9

冬
休
み
チ
ビ
ッ
コ

ス
キ
ー
教
室

泉南市生涯学習まちづくり実行委員会

では、泉南市ルネッサンスカレッジの国

内外交流学科として、古来より交流の深

かった隣国「韓国」の文化を学ぼうと

「ハング　ムンファ　ル　アイジャ（韓国

の文化を知ろう）」をテーマに、泉南国際

人の育成講座を開催します。ふるって、

ご参加ください。

綏泉南国際人の育成講座盻

▼と　き＝12月3日貉午前10時30分～

▼ところ＝樽井公民館

▼内　容＝韓国の文化蠡

▼講　師＝崔眞善
ちぇじんそん

さん（人権ふれあいセ

ンター韓国語講座講師）

絽泉南国際人の育成講座眈

▼と　き＝12月17日貉午前10時30分～

▼ところ＝樽井公民館

▼内　容＝韓国語の日常会話教室

▼講　師＝崔眞善さん

▼綏絽申込み＝ハガキ、電話、ファクス

のいずれかに参加希望講座名（綏または

絽）、住所、氏名、年齢、性別、電話番号

を明記の上、〒590－0592（住所不要）泉

南市役所地域振興課（薀祟０００１・内

線５８３／蕭祟０２０６）へ

▼綏絽申込み期限＝綏11月25日貂絽12月

10日貉（必着）

▼綏絽問合せ＝地域振興課（内線５８３）

ＡＢＣ委員会では、クリスマスシー
ズンに文化ホールの樹木をイルミネー
ションで飾ります。あなたも文化ホー
ルをイルミネーションでデコレーショ
ンしませんか。
▼と　き＝12月6日貍午後1時～
▼ところ＝文化ホール
▼点灯期間＝12月6日貍～12月26日貊
午後5時～9時
▼対　象＝市内在住、在勤の方で2人
以上のグループとします
▼定　員＝7組（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料
▼その他＝▽小学生以下は保護者同伴
で参加ください▽飾り付け材料はこち
らで用意します▽12月27日貍の撤去に
は必ず参加ください
▼申込み＝11月28日貊（必着）までに、
ハガキかファクスでイルミネーション
参加希望、代表者の住所、氏名、電話
番号、人数を明記の上、〒590－0592
（住所不要）泉南
市役所地域振興
課（蕭祟０２０
６）へ
▼問合せ＝地域
振興課（内線583）

府
立
佐
野
工
業
高
校

親
と
子
の
も
の
づ
く
り
教
室

大
阪
ふ
れ
あ
い
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
八
二
回
高
学
年
例
会

8

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
貍
午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
※
開
演
後
の
入

場
は
不
可
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼

内
容
＝
き
ら
め
く
夏
の
日
（
如
月
舎
）

▼
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
▼
定
員
＝

五
〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
料
＝
無

料
※
但
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
▼
入

場
整
理
券
の
配
布
＝
十
一
月
五
日
貉
か

ら
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
教
育
委

員
会
学
務
課
、
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
交
流
支

援
協
議
会
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
日
本

語
を
勉
強
す
る
た
め
に
来
日
中
の
関
西

国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
と
地
元
住
民
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流
祭
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
豸
午
後
一

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
国
際
交
流
基
金

関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
（
田
尻
町
）
▼
内

容
＝
岸
和
田
市
以
南
の
国
際
交
流
団
体

に
よ
る
日
本
文
化
の
紹
介
等
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

事
前
申
込
は
不
要
▼
問
合
せ
＝
政
策
推

進
課
（
内
線
二
八
七
）

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で

は
、
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
豸
午
前
九

時
半
〜
午
後
二
時
（
雨
天
中
止
）
※
南

海
箱
作
駅
山
側
出
口
前
広
場
に
集
合
、

淡
輪
駅
解
散
▼
コ
ー
ス
＝
箱
作
・
せ
ん

な
ん
里
海
公
園
コ
ー
ス
▼
参
加
費
＝
一

〇
〇
円
（
保
険
代
）
※
交
通
費
は
各
自

負
担
く
だ
さ
い
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水

筒
▼
申
込
み
＝
十
一
月
一
日
貍
〜
十
一

月
十
六
日
豸
（
但
し
、
十
一
月
四
日
貂
、

五
日
貉
、
六
日
貅
、
十
日
豺
の
午
後
、

十
一
日
貂
は
除
く
）
の
期
間
に
直
接
、

市
民
体
育
館
の
窓
口
へ
▼
問
合
せ
＝
市

民
体
育
館

信
達
中
学
校
区
地
域
教
育
協
議
会
で

は
、
フ
ェ
ス
タ
し
ん
だ
ち
の
ワ
ッ
！
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
全
体
で
こ
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
貍
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
中
学

校
運
動
場
▼
内
容
＝
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬

店
、
手
作
り
ゲ
ー
ム
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
合
せ
＝
信
達
小
学
校
（
薀
祗
２
０

７
０
）

「
魔
女
の
宅
急
便
」
等
で
有
名
な
童

話
作
家
・
角
野
栄
子

か
ど
の
え
い
こ

さ
ん
を
お
招
き
し

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
九
日
貍
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
展
示
室
▼
対
象
＝
小
学
五
年
生
以
上

の
方
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
八
〇

人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
＝
十
一
月
六

日
貅
以
降
に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
泉

南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会
事
務
局

（
薀
／
蕭
礇
７
４
２
６
）
▼
そ
の
他
＝

こ
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
で
す
▼
問

合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

▼
と
き
＝
笊
十
二
月
七
日
豸
午
前
九
時

半
〜
正
午
笆
十
二
月
七
日
豸
午
後
一
時

半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
（
ロ
ー
マ
字
入
力
）

の
で
き
る
方
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

（
資
料
代
）
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具
、

２
Ｈ
Ｄ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
一
枚
▼

定
員
＝
各
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
込
み
＝
十
一
月
二
十
八
日
貊

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
（
一
枚
に
つ

き
一
人
）
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
受
講
希
望
日
（
笊
・
笆
の
い
ず

れ
か
）
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
二
一
泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一

六
・
樽
井
公
民
館
冬
期
パ
ソ
コ
ン
係
へ

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

▼
と
き
＝
十
一
月
三
十
日
豸
、
午
前
九

時
に
Ｊ
Ｒ
新
家
駅
に
集
合
※
雨
天
の
場

合
は
十
二
月
七
日
豸
に
順
延
▼
コ
ー

ス
＝
新
家
駅
〜
有
形
文
化
財
・
山
田
家

の
墓
〜
兎
田

う
さ
い
だ
（
薬
師
堂
・
因
超
寺

い
ん
ち
ょ
う
じ

・

善
照
寺

ぜ
ん
し
ょ
う
じ

）
〜
泉
南
カ
ン
ト
リ
ー
〜
別べ

っ

所し
ょ

〜

新

家

高

野

し

ん

げ

こ

う

の

（

浄
福
寺

じ
ょ
う
ふ
く
じ

・

長
老
山

ち
ょ
う
ろ
う
や
ま

遠
望
・
中
谷
家

な
か
や
け

表
門
）
〜

新
家
野
口
〜
新
家
駅
▼
参
加
費
＝
三
〇

〇
円
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
▼
申
込

み
＝
十
一
月
十
五
日
貍
ま
で
に
、
お
電

話
で
泉
南
歴
史
研
究
会
事
務
局
（
薀
祗

５
６
７
１
）
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

ふ
れ
あ
い
交
流
祭
を

開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

演
劇
を
楽
し
も
う

信
達
中
学
校
区

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
歴
史
研
究
会

見
学
会
・
秋
を
楽
し
む

角
野
栄
子
さ
ん
の
講
演
会

お
話
の
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

信
達
公
民
館

冬
期
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

泉南ルネッサンスカレッジの文化・歴史学

科「泉南案内人の育成」講座を開催します。

▼と　き＝笊11月26日貉午後1時半～4時笆12

月10日貉午後1時～4時笳平成16年1月21日貉午

後1時半～4時笘2月4日貉午後1時半～4時笙2月

18日貉午後1時～4時笞3月3日貉午前9時～午後

8時笵3月17日貉午後1時半～5時

▼ところ＝笊笳笘笵樽井公民館笆貝塚市笙市

内現地笞滋賀県長浜市

▼内容／講師＝笊開講式・ボランティアガイ

ドについて／中尾清
なかおきよし

さん（大阪明浄大学助教

授）笆先進地に学ぶ・貝塚市／貝塚市観光ボ

ランティアガイド笳泉南市の歴史について／

泉南市教育総務部長笘泉南市の観光につい

て／市民生活環境部笙市内現地視察／地域振

興課・生涯学習課職員笞

先進地に学ぶ・滋賀県長

浜市～盆梅を見に行こう

～笵ボランティアガイド

のすすめ方・閉講式・修

了 書 交 付 と 交 流 会 ／

中尾清
なかおきよし

さん（大阪明浄大

学助教授）

▼参加費＝無料※但し、

交通費等は自己負担

▼申込み＝11月16日豸までに、電話かファク

スで住所、氏名（ふりがな）、電話番号を樽井

公民館（薀祟４３６１／蕭祟４３８０）へお

知らせください。

▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６１）
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市民体育館では、スポーツ教室（抽選教室・抽選教室以外）を開設します。健康・体力・仲間づくりのため、ふ
るって、ご参加ください。 ▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
（全日制の高校生は除く）
▼費　用＝各教室とも10回単位。1教
室につき受講料として大人2,000円、
こども1,000円（但し、親子体操・ト
トロ教室は、親と子１組につき2,000
円）。また、スポーツ傷害保険料（大
人、子ども各500円）が必要です※前
期参加者は無料です
▼申込み期間＝▽抽選教室（笊～笘）
は、上記抽選方法を参照ください▽
抽選教室以外（笙～笨）は11月9日豸

～11月16日豸の各午前9時～午後5時
（但し、月曜日午後、火曜日は休館）。
受付期間内でも定員になりしだい締
め切ります※抽選教室以外でも11月9
日受付開始（午前9時受付整列）の時
点で定員を超えた場合は抽選します。
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて申し込んでください。
▼その他＝▽各教室とも11月下旬か
ら始めます。詳しい日程表は受付時

にお渡しします▽申込み締切後は、
受講料、保険料は返却しません▽日
程及び時間帯に変更が生じる場合が
あります▽各教室とも申込み人数に
より開設しない場合があります（こ
の場合、受講料、保険料は返却しま
す）▽幼児をつれての受講は、ご遠
慮願います（親子体操・トトロ教室
も保護者1人につき子ども1人です）
▽一般男子、女子については、平成
15年４月１日現在で満18歳以上の方
が対象です。

▼抽選教室の抽選方法
笊プレイニング体操の受付時間＝11
月８日貍午前９時～９時10分まで
笆チャイルド体操の受付時間＝11月
８日貍午前10時～10時10分まで

笳ちびっこ体操の受付時間＝11月８
日貍午前11時～11時10分まで
笘親子体操・トトロの受付＝11月８
日貍午後１時～１時10分
※前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選
を行います。なお、受付用紙は１人
につき１枚としますので、１人で２
人以上の申込みはできません。
※参加希望者の抽選権利は１回です。

笊プレイニング体操 

笆チャイルド体操 

笳ちびっこ体操 

笘親子体操・トトロ 

H11年4月2日～ 
H12年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろ 
いろな用具を使って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒 
の逆上がりができるを目標に、ボールやトラ 
ンポリンなど色々な運動をします。 
リズム体操・歌あそび・手あそびなどを 
しながら、親子のふれあいを深めます。 
泉南市体育指導委員協議会・ライフスポーツ振興財団主催 

２０人 

２０人 

２０人 

２５組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3:30～4:30

毎週水曜日 
午後3:30～4:30

毎週土曜日 
午後2:00～3:15

毎週木曜日 
午前10:00～11:00

H9年4月2日～ 
H11年4月1日生 

保護者と 
H11年4月2日～ 
H13年4月1日生 

小学1・2年生 

笙エアロビクス 

笞ストレッチandジャズ体操 

笵トライスポーツ 

笨プレ・スポーツ 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められる 
やさしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

誰でも楽しめるニュースポーツ・レクスポーツを中 
心に、日頃運動不足の人でも簡単にはじめられるト 
レーニング・体操などで無理なく体を動かします。 
ボール運動・遊びの中で個々の能力を高め、 
サッカーを中心にドッヂボール等、楽しみ 
ながらボール扱いやボール感覚等を養います。 

４０人 

４０人 

２０人 

２０人 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場 

毎週水曜日 
午後2:00～3:00

毎週土曜日 
午前9:30～11:00

毎週金曜日 
午前10:00～11:30

毎週土曜日 
午後1:50～3:00

一般男子・女子 

一般男子・女子 

小学２・３年生 

蘆蘆蘆抽選教室蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

蘆蘆蘆抽選教室以外蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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羽
ば
た
け
二
十
一
世
紀
　
青
少
年
の

明
る
い
未
来
へ
！
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪

府
警
察
音
楽
隊
と
泉
南
市
青
少
年
吹
奏

楽
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
二
十
一
日
豸
午
後
一

時
半
開
場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文

化
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
＝
無
料
。
但
し
、

入
場
整
理
券
が
必
要
▼
定
員
＝
五
〇
〇

人
（
先
着
順
）
▼
入
場
整
理
券
の
配

付
＝
十
一
月
十
七
日
豺
か
ら
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
で
配
付
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
三
）

▼
入
園
対
象
児
＝
平
成
十
年
四
月
二
日

生
（
五
歳
）
〜
平
成
十
五
年
四
月
一
日

生
（
一
歳
）
の
泉
南
市
に
居
住
す
る
、

言
葉
の
遅
れ
、
自
閉
症
、
肢
体
不
自
由

等
障
害
の
あ
る
通
園
に
な
じ
む
児
童
▼

定
員
＝
二
〇
人
▼
実
施
内
容
＝
▽
週
五

日
▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
▽
施
設

へ
の
送
迎
は
保
護
者
の
方
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
（
施
設
は
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ

ー
内
）
▼
保
育
料
＝
無
料
（
但
し
、
給

食
費
、
お
や
つ
代
と
し
て
月
額
五
〇
〇

〇
円
を
徴
収
し
ま
す
）
▼
申
込
書
の
配

布
＝
十
一
月
二
十
五
日
貂
か
ら
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
▼
申
込

み
＝
十
二
月
八
日
豺
〜
十
二
日
貊
の
期

間
に
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
申
込
み

受
付
を
行
い
ま
す
※
申
込
み
受
付
時
に

聞
き
取
り
も
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
保

護
者
の
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
４

１
６
８
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
ク
リ
ー
ン
作
戦
推
進

チ
ー
ム
で
は
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま

ち
・
ク
リ
ー
ン
泉
南
市
の
実
現
の
た

め
、
第
二
十
九
回
市
内
一
斉
美
化
運
動

を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
六
日
豸
午
前
九
時

〜
十
一
時
（
小
雨
決
行
。
但
し
、
大
雨

の
場
合
は
十
一
月
二
十
三
日
豸
に
順

延
）
▼
参
加
方
法
＝
ま
ち
に
出
て
ご
み

を
集
め
て
く
だ
さ
い
。
集
ま
っ
た
ご
み

は
当
日
市
が
収
集
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝

環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）

▼
講
座
名
＝
パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
▼
対

象
＝
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
の
方

で
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
）
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
▼
コ
ー

ス
・
と
き
＝
笊
平
日
コ
ー
ス
・
平
成
十

六
年
一
月
十
三
日
貂
〜
一
月
二
十
三
日

貊
（
土
日
は
除
く
）
の
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
（
全
八
回
）
笆
土
曜
日
コ
ー

ス
・
一
月
二
十
四
日
貍
〜
三
月
十
三
日

貍
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
（
全
八
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
谷
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
五

の
四
の
一
三
）
▼
定
員
＝
各
二
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

各
一
〇
〇
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
笊
は
十

二
月
十
六
日
貂
笆
は
十
二
月
二
十
四
日

貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
希
望
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
志
望
動
機
、
過
去

に
同
連
合
会
で
受
講
し
た
講
座
名
、
一

時
保
育
（
対
象
は
二
歳
か
ら
就
学
前
の

子
ど
も
）
の
希
望
の
有
無
を
明
記
の
上
、

〒
五
四
〇
・
〇
〇
一
二
・
社
会
福
祉
法

人
・
大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

▼
問
合
せ
＝
同
連
合
会
（
薀
06
・
６
７

６
２
・
９
９
９
５
）

母
・
寡
婦
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

市
内
一
斉
美
化
運
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

リ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
入
園

申
込
み
を
受
付
し
ま
す

平成16年度の保育所への入所申込みを受付します。入
所を希望される方は、次の事項をよくお読みの上、お申
し込みください。
▼公立保育所＝▽信達保育所▽樽井保育所▽浜保育所▽
鳴滝第一保育所▽鳴滝第二保育所
▼私立保育所＝▽西信達保育園▽新家保育園
▼入所対象児＝平成10年4月2日生まれ（5歳）～平成15
年10月1日生まれ（6か月）の児童
▼入所申込書の配布＝11月25日貂から児童福祉課、各保
育所で配布します
▼入所申込み＝入所を希望する児童は、12月8日豺～12
月12日貊の期間に、市役所児童福祉課（午前9時～午後5
時15分）、各保育所（午前8時半～午後4時半）へ
▼保育所へ入所できる基準＝保育所への入所は児童の保
護者のいずれもが、次の理由笊～笵のうちいずれかに該
当する場合で、かつ同居の親族その他の者が、児童を保
育することができない場合に限ります。
笊昼間に居宅外で労働することを常態としていること笆

昼間に居宅内で当該児
童と離れて日常の家事
以外の労働をすること
を常態としていること
笳妊娠中または出産
後、間がないこと笘疾
病にかかり、もしくは
負傷し、又は精神もし
くは身体に障害を有し
ていること笙長期にわたり疾病の常態にある、又は精神
もしくは身体に障害を有する同居の親族を、常時介護し
ていること笞震災、風水害、火災、その他の災害の復旧
にあたっていること笵市長が認める前記に類する状態に
あること
▼その他＝家庭の状況や保育所の保育室に余裕がない等
の理由により、入所できない場合があります。ご了承く
ださい
▼問合せ＝児童福祉課（内線312）

図書館では、開館20周年を記

念して、紙芝居と朗読の会を開

催します。

▼と　き＝11月30日豸午後0時

半開場、1時開演

▼ところ＝文化ホール展示室

▼内　容＝笊第1部は紙芝居ボ

ランティア「拍子木」による紙

芝居を上演します笆第2部は朗

読ボランティア「くすの木」に

よる朗読を上演します

▼プログラム＝笊▽子ども手づ

くり紙芝居講習の受講者による

発表▽紙芝居（タンタンのハン

カチ、おなべトコトコ他）の上

演笆朗読（大阪弁の詩、菜の花

と小娘他）の上演

▼対　象＝こどもとその保護者

▼定　員＝100人（先着順）

▼参加費＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要

▼問合せ＝図書館（薀祗７７６

６）



十
一
月
は
、
全
国
一
斉
指
名
手
配
被
疑
者
強

化
月
間
で
す
。
現
在
、
特
別
手
配
犯
人
と
し
て

オ
ウ
ム
事
件
の
犯
人
（
三
人
）
を
は
じ
め
と
し

て
、
多
く
の
凶
悪
事
件
犯
人
を
指
名
手
配
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指
名
手
配
犯
人
は
、
再
び

犯
行
を
繰
り
返
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
警
察
と
し

て
も
早
期
逮
捕
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
情
報
提
供
等
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。「
犯
人
に
よ
く
似
た
人

を
見
た
。」
等
さ
さ
い
な
事
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

警
察
指
名
手
配
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.police.pref.osaka.

jp/

）
で
は
、
犯
人
の
顔
等
の
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
や
メ
ー
ル
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

▽
大
阪
府
警
察
本
部
（
薀
06
・
６
９
４
３
・
１

２
３
４
）

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
十
三
年
十
月
以
降
分
）
を

納
め
ら
れ
る
方
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
日
貅
午
前
十
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

13

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

11月6日、13日、27日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所家庭児童相談室 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前9時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

国
民
年
金
相
談
会
（
集
合

徴
収
）
を
開
催
し
ま
す

指
名
手
配
犯
人
の
逮
捕
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

関空２期工事の壮大なス

ケールを体験できる見学ツ

アーがスタートしました。

▼運行日＝毎週火、木、土、

日曜日（第２、４日曜日は

運休します）

▼見学所要時間＝約60分間

▼参加費＝無料

▼問合せ＝午前９時半～午

後５時に、２期工事見学ホ

ール案内室（薀碚４０４０）

関西国際空港～りんくうプ
レミアム・アウトレット間
の無料シャトルバスを運行
▼運行日＝土・日・祝日に

運行（１日８往復）

▼所要時間＝約20分

▼関西空港発＝▽エアロプ

ラザ横・展望ホール行きバ

スのりば（毎時55分発▽始

発は10時55分▽終発は17時

55分）▼りんくうプレミア

ム・アウトレット発＝▽団

体バス駐車場内（毎時30分

発▽始発は11時30分▽終発

は18時30分）

▼乗車券（無料）の配布場

所＝盧関西空港（▽エアロ

プラザ・タカシマヤ２階サ

ービスカウンター▽旅客タ

ーミナル前・９番バスのり

ば）盪りんくうプレミア

ム・アウトレット（▽１階

インフォメーション）

▼問合せ＝関西国際空港譁

広報グループ（薀碚2201）

シリーズ：関西国際空港情報NO.42

関空２期空港島現場見学ツアー

▼
対
象
＝
平
成
十
五
年
八
月
一
日
現
在
で
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
（
停
止
者
を
含
む
）
ま
た
は

母
子
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
で
、
平
成
十
五

年
二
月
一
日
以
前
に
泉
南
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
、
か
つ
振
込
み
日
ま
で
継

続
し
て
泉
南
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
。
な

お
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
は
平
成
十
五

年
八
月
の
現
況
届
提
出
時
に
母
子
家
庭
給
付
金

申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
▼
申
請
期
間
＝
十
二
月

一
日
豺
〜
十
二
月
五
日
貊
▼
振
込
み
予
定
日
＝

十
二
月
二
十
五
日
貅
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

受
給
者
（
母
）
の
銀
行
等
の
通
帳
（
郵
便
局
は

不
可
）、
印
鑑
、
母
子
医
療
証
▼
問
合
せ
＝
児

童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

泉
南
市
で
は
、
ご
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が

困
難
で
、
移
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
在
宅
の
重
度

身
体
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、
月
に
一
回
の
ご

利
用
を
限
度
に
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
対
象
＝
移
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
重
度
身
体
障

害
者
の
方
▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、
前
年
度
の

所
得
税
額
に
よ
っ
て
費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
そ
の
他
＝
他
の
制

度
（
介
護
保
険
等
）
の
利
用
状
況
や
利
用
希
望

者
本
人
の
状
態
に
よ
り
、
ご
利
用
に
な
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

本
人
の
知
ら
な
い
間
に
、
第
三
者
に
よ
り
虚

偽
の
婚
姻
届
や
養
子
縁
組
届
が
提
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
悪
質
な
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
届
出
の
防
止
や
早
期
発

見
の
た
め
、
十
二
月
一
日
よ
り
、
戸
籍
の
届
出

の
際
に
、
届
出
を
さ
れ
る
方
が
ご
本
人
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
方
は
、
届
出
の
際
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
等
、

ご
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
も
の

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
代
理
の
方
や
そ
の
よ
う
な
身
分
証
明

書
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
届
出
は
で
き
ま
す

の
で
、
市
民
課
の
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
は
、
届
出
人
に
届
出
が
あ
っ
た
こ
と

を
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
届
出
＝
婚
姻
届
、
協
議
離
婚
届
、

養
子
縁
組
届
、
協
議
離
縁
届
、
認
知
届
の
各
届

で
す
▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

十
二
月
一
日
豺
、
全
国
一
斉
に
住
宅
需
要
実

態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
全
国

の
皆
さ
ま
が
、
住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う

に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
等
を
調
査
す
る
も

の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
住
宅
施
策
を
行

う
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
は
十
一
月
二
十
四
日
豺
か
ら
十
二
月
七

日
豸
に
行
わ
れ
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯

（
ご
家
庭
）
に
は
、
大
阪
府
知
事
が
任
命
し
た

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
訪
問
い
た
し
ま

す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課
（
内
線
五
八
一
・
五

八
二
）

泉
南
市
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝

福
し
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
継
続
し

て
泉
南
市
に
居
住
し
、
九
月
十
五
日
現
在
、
笊

満
九
十
九
歳
（
明
治
三
十
六
年
九
月
十
六
日
〜

明
治
三
十
七
年
九
月
十
五
日
生
）
笆
満
八
十
八

歳
（
大
正
三
年
九
月
十
六
日
〜
大
正
四
年
九
月

十
五
日
生
）
笳
満
七
十
歳
（
大
正
十
四
年
九
月

十
六
日
〜
大
正
十
五
年
九
月
十
五
日
生
）
笘
満

七
〇
歳
（
昭
和
七
年
九
月
十
六
日
〜
昭
和
八
年

九
月
十
五
日
生
）
の
方
▼
支
給
金
額
＝
笊
一
八

〇
〇
〇
円
笆
一
二
〇
〇
〇
円
笳
一
〇
〇
〇
〇
円

笘
七
〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
対
象
者
の
方
に

は
、
十
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で
個
別
に
通
知
し
ま

す
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇

七
）

12

nf ormat i
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o n
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
届
等
）
の

際
に
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す

母
子
家
庭
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

高
齢
者
の
方
々
に

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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手
引
き
軋
は
市
役
所
児
童
福
祉
課
に
も
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

十
一
月
十
一
日
貂
か
ら
十
一
月
十
七
日
豺
は

税
を
知
る
週
間
で
す
。
泉
佐
野
税
務
署
で
は
、

近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支
部
と
の
共
催
で
「
税

の
無
料
相
談
所
」
を
開
設
し
、
税
に
関
す
る

様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
四
日
貂
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
オ
ー
ク
ワ
泉
南

店
一
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
前
▼
問
合
せ
＝
泉

佐
野
税
務
署
（
薀
磆
３
４
７
１
）

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
（
個
人
、
法
人
共
）

を
対
象
に
、
平
成
十
五
年
分
の
年
末
調
整
の
仕

方
や
法
定
調
書
等
の
記
載
方
法
等
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
七
日
貅
午
後
二
時
〜
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野

税
務
署
（
薀
磆
３
４
７
１
）

六
十
五
歳
以
上
の
痴
呆
性
高
齢
者
や
寝
た
き

り
高
齢
者
等
、
老
齢
に
よ
り
精
神
ま
た
は
身
体

に
障
害
の
あ
る
方
は
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
税
法
上
で
の
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
税
法
上
の

障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
泉

南
市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
二
四
三
）

十
一
月
三
日
豺
及
び
十
一
月
二
十
四
日
豺
の

祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変

更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
四
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
）
は
、
不
燃
ご
み
と

し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
家
電
販
売
店
か
市
内

許
可
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
不
法
投
棄
は
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑
に

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
し
み
出
し
た
重
金
属

等
の
有
害
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
等
、
環
境
に

も
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
不
法
投
棄
は

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
よ

っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
違
反

し
た
場
合
に
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

笊
五
年
以
下
の
懲
役
笆
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
笳
五
年
以
下
の
懲
役
と
一
〇
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
の
両
方
。
家
電
製
品
等
は
永
く
大
切

に
使
い
、
役
割
を
終
え
た
家
電
製
品
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
内
線
祟
５
８
７
５
）

私
た
ち
の
身
近
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、

家
庭
を
離
れ
て
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
家
庭
で
育
て
ら
れ
な

く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
引
き
取
っ
て
、
深
い

愛
情
と
理
解
を
も
っ
て
育
て
て
い
た
だ
け
る
方

を
軈
里
親
軋
と
い
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
明

る
く
、
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、
あ
な
た
の
家

庭
を
求
め
て
い
ま
す
。
里
親
に
は
、
養
育
里
親
、

短
期
里
親
、
親
族
里
親
、
専
門
里
親
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
調
査
及
び
知
事

の
認
定
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
岸
和
田
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
薀
砌
３
９
７
７
／
蕭
矼
９
０
０
８
）

15

年
末
調
整
等
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

高
齢
者
の
障
害
者
控
除

制
度
を
ご
存
知
で
す
か

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

深
い
愛
情
と
理
解
で

あ
な
た
も
軈
里
親
軋
に

不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す

税
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

・ ・ ・ ・ ・ ・ 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞
璢 筐 筺 笄 珸 琲 琺
瑕 筵 筥 瑙 瑁 瑜 瑩
瑰 筮 箝 瑶 瑾 璋 璞
璧 笊 笆 珎 玻 珀 珥  

11月1日～12月6日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

・・・・・・珈
玳珎笘笙笞珮珞
璢縻筺琥珸琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
瑰瑣箝箘箟璋璞
璧縡笆珎玻珀珥  

・ ・・・・・珈
玳笳笘珀珥珮珞
璢縻筺琥珸琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
筬筮箝瑶瑾璋璞
璧縡笆珎玻珀珥  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

11月1日～12月6日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

11月1日～12月6日・薀祟４３６１ 

11
月
3
日
豺 

11
月
4
日
貂 

11
月
4
日
貂 

11
月
5
日
貉 

11
月
24
日
豺 

11
月
25
日
貂 

11
月
25
日
貂 

11
月
26
日
貉 

大
阪
府
や
市
役
所
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者

を
名
乗
っ
て
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す

る
行
為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不

信
な
電
話
等
に
対
し
て
は
、
そ
の
場
で
即
答
せ

ず
、
相
手
の
氏
名
、
連
絡
先
等
を
確
認
の
上
、

大
阪
府
ま
た
は
市
役
所
の
国
保
年
金
課
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三

八
〇
）

原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
バ
イ
ク
）
が
盗
難

に
あ
わ
れ
た
方
、
ま
た
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

警
察
へ
の
被
害
届
と
同
時
に
市
役
所
課
税
課
へ

の
廃
車
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
警
察
か
ら
市

役
所
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に

手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
・
二
五
一
）

泉
南
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
と
お
り

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
笊
三
十
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
方
笆
今
年
度
に
本
制
度
の
助
成
を
受

け
て
い
な
い
方
笳
申
請
日
の
前
月
ま
で
に
国
民

健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方
笘
現
在
、
内
臓

疾
患
等
で
治
療
中
で
な
い
方
▼
助
成
上
限
額
＝

二
五
〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
定
員
に
限
り
あ
り

（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
険
証
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九

一
・
三
八
〇
）

平
成
十
五
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
第
四
期
分
の
納
期
限
を
平
成
十
五
年
十
二
月

二
十
九
日
豺
か
ら
平
成
十
六
年
一
月
五
日
豺
に

変
更
し
ま
す
。

な
お
、
既
に
送
付
済
み
納
付
書
に
つ
い
て
は
、

第
四
期
納
期
限
が
平
成
十
五
年
十
二
月
二
十
九

日
豺
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
一
月
五
日

豺
に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
三
一
六
）

農
地
転
用
許
可
等
の
申
請
締
切
日
は
毎
月
末

で
す
が
、
十
二
月
分
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
の

審
査
日
が
十
二
月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
泉
南
市
十
二
月
農
業
委
員
会
定
例
会
が
例

月
よ
り
早
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
転
用
許
可
等
の
申
請

締
切
日
を
十
一
月
十
八
日
貂
に
変
更
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
五
五

一
）

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な

の
本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇

冊
を
積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
り
て

い
た
だ
け
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の

日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水

警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

現
在
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る

方
は
、
都
道
府
県
知
事
に
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
知
事
か
ら
保
育
士
証
が
交
付
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
登
録
す
る
必
要
は
な
く
、

登
録
を
行
わ
な
い
こ
と
で
保
育
士
と
し
て
の
資

格
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

但
し
、
今
後
保
育
士
と
し
て
業
務
に
携
わ
ろ

う
と
お
考
え
の
方
は
、
業
務
に
就
く
前
に
必
ず

登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
軈
保
育
士
登
録
の
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□‥開館日（午前10:00～午後5:00） 
　●‥休館日 鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ルナりんくう 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川集会所前 

青少年センター 

一丘団地 

サンハイツ和泉砂川 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

11月 12月 11月 12月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

11月1日～12月6日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑤ ⑲ 
⑤ ⑲ 
⑥ ⑳ 
⑥ ⑳ 
⑦ 澡 
⑦ 澡 

澆 ⑰ 
澆 ⑰ 
④ ⑱ 
④ ⑱ 
⑤ ⑲ 
⑤ ⑲ 

⑩ 濆 
⑩ 濆 
⑪ 澪 
⑪ 澪 
⑫ 濟 
⑫ 濟 

⑫ 濟 
⑫ 濟 
⑬ 濕 
⑬ 濕 
⑭ 濬 
⑭ 濬 

・・・・・・珈
玳笳笘珀珥珮珞
璢筐瑯琥珸琲琺
瑕筵瑟瑙瑁瑜瑩
筬筮箝瑶瑾璋箜
璧笊玳珎玻珀珥  

国
保
年
金
課
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
期
限
を
変
更
し
ま
す

農
地
転
用
許
可
等
の
締
切
り

日
を
変
更
し
ま
す

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
盗
難
と

紛
失
は
届
出
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

保
育
士
の
登
録
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
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平成15年度予算の8月末現在での執行状況がまとまりま
した。一般会計の予算現額216億1,526万円のうち、歳入
予算の収入済額は76億352万円です。また、歳出予算の支
出済額は59億8,443万円となっております。
このほか、市債の現在高や市有財産、国民健康保険事業

特別会計、老人保健特別会計などの予算の執行状況につい
てお知らせします。 ▼問合せ＝財政課（内線308）

農林水産業債 
11億6,098万円 

衛生債 
5億4,019万円 

災害復旧債 
　 1,270万円 

民生債1億9,731万円 消防債1億4,124万円 

土木債 
91億8,724万円 

総務債 
45億2,679万円 

その他 
42億 
1,982万円 

教育債 
　31億 
7,877万円 

市税 市債 繰入金 その他 諸収入 国庫支出金 地方交付税 

　93億1,747万円 
（51億9,291万円） 

市税 

市債 
31億5,550万円 
　　（　0円） 

　25億7,328万円 
（7億6,738万円）

　25億7,608万円 
（6億7,545万円） 

10億6,853万円 
　（3,888万円） 

　11億234万円 
　　（　0円） 

　18億2,206万円 
（9億2,890万円） 

地方交付税 

国庫支出金 

繰入金 

その他 

諸収入 

歳
入

一般会計

（ ）内は収入済の金額

216億1,526万円予算現額

76億352万円収入済額

民生費 

土木費 

公債費 

教育費 

総務費 

衛生費 

消防費 

その他 

　32億4,921万円 
　（1億9,820万円） 

　31億5,714万円 
　　　（51万円） 

　20億6,453万円 
　（6億7,490万円） 

　17億 437万円 
　（5億2,487万円） 

　17億7,029万円 
（12億9,280万円） 

　10億 307万円 
　（3億5,884万円） 

　22億1,952万円 
　（8億1,419万円） 

　64億4,713万円 
（21億2,012万円） 

（ ）内は支出済の金額

216億1,526万円

59億8,443万円

歳
出

予算現額

支出済額

交通災害共済事業特別会計 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

12億7,659万円 
22億3,405万円 

306万円 
289万円 

16億2,883万円 
17億6,870万円 

2億4,863万円 
6,573万円 

725万円 
1,773万円 

7億8,347万円 
6億5,013万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

市有財産 
単位はｍ 

公有財産計 
 926,135.58

土　地 
745,975.42

建　物 
180,160.16

基金計　　 21億9,304万円 

公債費管理基金 　3億4,546万円 

緑化基金 　1億5,821万円 

地域福祉基金 　3億7,732万円 

医療施設整備基金 1,104万円 

農用地整備基金 1,176万円 

介護保険給付費準備基金 1億8,465万円 

汚水処理施設管理基金 　　3,998万円 

ふるさと創生事業推進基金 　1億　69万円 

公共施設整備基金 　9億4,978万円 

高額療養費貸付基金 　　 300万円 

教育振興育英奨学基金 　　1,115万円 
2

総額231億6,504万円

市
債
の
現
在
高

予算はこうして
使われています

十
一
月
一
日
貍
か
ら
一
か
月
間
、
全
国
一
斉

に
「
二
〇
〇
三
年
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

駅
周
辺
の
道
路
に
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を

放
置
す
る
こ
と
は
、
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を

妨
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
駅
周
辺
の
美
観
を
損

な
い
、
緊
急
時
に
お
け
る
消
防
や
救
急
活
動
に

も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ

ク
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

泉
南
市
で
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
九
月
ま
で

の
六
か
月
間
で
、
市
内
四
駅
の
周
辺
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
五
〇
五
台
撤
去

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
処
分
し
た
自
転
車
、

ミ
ニ
バ
イ
ク
は
約
一
五
〇
〇
台
。
こ
れ
ら
の
撤

去
・
処
分
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。
大

切
な
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
放
置

自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
追
放
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
）

泉
南
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全

を
図
り
、
交
通
事
故
等
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
に
泉
南
市
交
通
対
策
指
導
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
交
通
安
全
対
策
指
導
員
の
皆
さ
ん
は
、

毎
月
十
五
日
、
早
朝
か
ら
市
内
の
交
差
点
で
通

勤
・
通
学
途
中
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
の
指
導

や
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
去
る
九
月
三
十
日
貂
、
全
国
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
泉
南
警
察
署
と
交
通

対
策
指
導
員
会
の
各
支
部
長
の
皆
さ
ん
が
市
内

全
域
を
広
報
自
動
車
で
巡
回
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
　
ル
ー
ル
守
っ
て
　
事
故
防

止
！
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
事
故
＝
〇
を
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）
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自
転
車
の
置
き
去
り
・
放
置

の
知
ら
ん
ぷ
り
は
困
り
ま
す

泉
南
市
交
通
対
策
指
導

交
通
安
全
自
動
車
パ
レ
ー
ド

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

開
設
し
ま
す

～新家地区に残された文化に触れる学習から～
新家小学校は泉南市の山手にあり、周辺は緑豊かな

田園地帯で、今も農村の色合いが濃く自然に恵まれて
います。近年、大型住宅団地の造成が進み、児童数が
増加、現在300人の児童が元気よく学び、概して穏や
かな気風の学校です。
盧総合的な学習の取り組み
新家小学校は、研究教科として「総合的な学習」を

取り上げています。研究主題は「地域に根ざしたやさ
しい子の育成」を３年間の統一テーマとして研究を進
めています。児童が身近なところから主体的に課題を
発見し、解決していく中で、心身の調和のとれた発達
が遂げられるよう、「地域」を核にした環境・福祉を
中心課題に位置づけています。
盪「新家の子守唄」・「カケヤ節」の発掘
新家の歴史を学習する中で、地域に伝わる歌がある

ことがわかってきました。新家中村のお年寄りの方々
が、大事に歌い継いでこられた子守唄や仕事歌がある
ことを教えていただきました。「新家中村子守歌」か
らは、子守唄の美しい歌詞から、人々の美しい気持ち

やお母さん、
おばあさんの
苦労を思い起
こすことがで
きました。
また、「カケ

ヤ節」では、
この地域の農
業の特色や先
人たちの農業
に対する取り
組みとその苦
労を学ぶことができました。
このほかにも地域のお年寄りから、４年生を中心に

「しめなわづくり」やゲートボール等も指導いただい
ていますし、１～２年生も同様に「昔の遊び」を教え
ていただいています。お年寄りから色々なことを学ぶ
中で地域の良さに気づき、郷土文化を守り受け継いで
いく子どもたちを育てていきます。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

▲市内各地区を広報自動車で巡回

▲カケヤ節を伝承する児童たち



の
印
税
で
「
一
〇
〇
人
村
基
金
」
を
つ
く

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
井
戸
を
掘
る
活
動
や

日
本
国
内
で
は
、
難
民
の
待
遇
改
善
の
た

め
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
内
で
不
要
と
な
っ
た
介
護
ベ
ッ
ド
を
ラ

オ
ス
に
送
る
活
動
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

日
本
口
承
文
芸
学
会
、
日
本
文
芸
家
協
会

所
属
。
主
な
著
書
と
し
て
は
「
哲
学
の
し

ず
く
」
な
ど
。
訳
書
と
し
て
は
ピ
リ
ン
チ

「
猫
た
ち
の
森
」（
第
一
回
目
独
翻
訳
賞
受

賞
）
、
「
グ
リ
ム
童
話
集
（
全
五
巻
）
」
、

「
ソ
フ
ィ
ー
の
世
界
」、「
や
さ
し
い
こ
と

ば
で
日
本
国
憲
法
」
な
ど
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
そ
の

他
＝
手
話
通
訳
、
一
時
保
育
あ
り
▼
一
時

保
育
＝
対
象
は
一
歳
以
上
未
就
学
児
で
、

定
員
は
十
二
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

一
時
保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
十
一
月
四

日
貂
か
ら
十
一
月
二
十
一
日
貊
に
お
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
推
進
課
（
薀
祟
０
０

０
１
・
内
線
二
七
〇
／
蕭
祗
０
０
７
５
）

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
薀
祟
０
０
０

１
・
内
線
二
七
〇
／
祗
０
０
７
５
）

【
人
権
作
品
展
を
同
時
開
催
し
ま
す
】

二
〇
〇
三
人
権
週
間
・
市
民
の
集
い
と

同
時
開
催
で
市
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
の

園
児
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
、
習
字
、
絵
画
並
び
に
人
権
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
識
字
教
室
、
生
花
教
室

の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
六
日
貍
午
後
一
時
〜
四

時
、
十
二
月
七
日
豸
午
後
一
時
半
〜
講
演

終
了
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
問
合

せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

【
人
権
啓
発
街
頭
啓
発
】

市
内
四
駅
と
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
、
街

頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
二
月
四
日
貅
▼
と
こ
ろ
＝
市

内
四
駅
及
び
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
問

合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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泉南市人権啓発推進協議会、校区人権

啓発推進協議会では、「人権区民の集い」、

「人権啓発講演会」を開催します。ふるっ

て、ご参加ください。

笊新家校区

▼と　き＝11月2日豸午後2時～

▼ところ＝新家東小学校

▼テーマ＝自信を持って！

▼講　師＝福角幸子
ふくかどさちこ

さん

笆西信達校区

▼と　き＝11月8日貍午後2時～

▼ところ＝西信達小学校

▼テーマ＝きょうだい鼓

▼講　師＝ＨＯＳ
ホ ス

の皆さん

笳砂川校区

▼と　き＝11月19日貉午後3時～

▼ところ＝砂川小学校

▼テーマ＝動物福祉から人間福祉へ

▼講　師＝佐藤良夫さん

笘鳴滝校区

▼と　き＝11月18日貂午前10時半～　

▼ところ＝鳴滝第一小学校

▼テーマ＝南米民族音楽フォルクローレ

▼講　師＝フローレス・デュオ

笙泉南中校区

▼と　き＝11月22日貍午後2時35分～

▼ところ＝泉南中学校

▼テーマ＝南米民族音楽フォルクローレ

▼講　師＝フローレス・デュオ

笞雄信校区

▼と　き＝11月29日貍午後1時40分

▼ところ＝雄信小学校

▼テーマ＝自信を持って！

▼講　師＝福角幸子さん

▼笊～笞参加費＝無料　

▼笊～笞申込み＝事前

申込みは不要です

▼笊～笞問合せ＝人

権推進課（薀祟００

０１・内線２７０／

蕭祗００７５）

▼と　き・ところ＝笊12月4

日貅・樽井公民館笆12月5日

貊・西信達公民館笳12月11日

貅・信達公民館笘12月12日

貊・新家公民館※時間はいず

れも午前10時～午後4時半

▼相談内容＝▽就労支援（障

害者、母子家庭の母親、中高

年齢者や若年者等の就職困難

な方）▽進路支援（経済的理

由等により就学が困難な方）

▽人権ケースワーク（人権侵

害を受けた方）▽総合生活相

談（生活上の様々な困難を抱

えた方）

▼費　用＝無料

▼その他＝秘密は厳守されま

す

▼問合せ＝泉南市人権協会

（薀／蕭祕１４０１）

泉南市人権協会では、「すべての人の人権が尊重される
豊かな社会づくり」の実現をめざし、市民の皆さんの身近
な相談機関として、各種相談事業（就労支援、進路支援、
人権ケースワーク、総合生活相談）を人権ふれあいセンタ
ーで実施しています。
そして、人権協会が12月の人権週間にあわせて、市内４

カ所の公民館において「出張相談」を実施します。お気軽
に、ご利用ください。

「
二
十
一
世
紀
を
人
権
と
平
和
の
世
紀

に
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
国

連
を
中
心
に
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

一
〇
年
」
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
今
年

で
九
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
二
〇
〇
一
年
の
米
国
に
お
い
て
発

生
し
た
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以

降
、
国
際
情
勢
は
人
権
と
平
和
に
と
っ
て

未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。そ

こ
で
、
今
年
度
の
人
権
週
間
「
市
民

の
集
い
」
で
は
、『
世
界
が
も
し
一
〇
〇

人
の
村
だ
っ
た
ら
』（
再
話
）
の
著
者
で

ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
で
も
あ
る
池
田
香
代

子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
私
た
ち
が
「
地
球

市
民
」
と
し
て
偏
見
や
思
い
こ
み
を
取
り

除
き
、
人
権
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
と

共
に
、
個
人
と
し
て
行
動
す
る
良
い
契
機

と
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

▼
と
き
＝
十
二
月
七
日
豸
午
後
一
時
半
開

場
、
午
後
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
テ
ー
マ
＝
「
一
〇
〇
人
の
村
」

か
ら
見
え
る
こ
と
▼
講
師
＝
池
田
香
代
子

い

け

だ

か

よ

こ

さ
ん
（
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
、
口
承
文
芸

研
究
家
）
▼
池
田
香
代
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
＝
一
九
四
八
年
東
京
生
ま
れ
。
ド

イ
ツ
留
学
後
、
早
稲
田
大
学
、
中
央
大
学

等
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
ら
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
環
境
学
者
ド
ネ

ラ
・
ネ
ド
ウ
ズ
の
コ
ラ

ム
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
流
れ
、
受
け
取
っ
た

人
々
に
よ
り
加
筆
さ
れ

た
メ
ー
ル
を
二
〇
〇
一

年
に
加
筆
修
正
再
話
し
、

『
世
界
が
も
し
一
〇
〇
人

の
村
だ
っ
た
ら
』
と
し

て
出
版
さ
れ
、
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
、
二
〇

〇
二
年
に
は
続
編
が
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
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世
紀
を
人
権
と
平
和
の
世
紀
に

２
０
０
３
人
権
週
間
・
市
民
の
集
い

女性は年齢や生活、考え方が違っ
ても同じように自分の身体や心に悩
みや不安を経験しています。あなた
が自分の気持ちを率直に表現しなが
ら、今、困っていることと向き合っ
てみませんか。
人とのつきあい、自分の性格、仕

事、夫婦関係、嫁姑関係、親子関係、
子育て、そ
の他自分が
しんどいと
思っている
こと‥。女
性相談は本
人の持つ力
を引き出し
て問題解決
に 導 く よ

う、サポートするカウンセリングで
す。
一人で悩まずに、お気軽にご相談

ください。
▼相談日時＝笊第1金曜日の午後1時
～4時笆第2水曜日の午後6時～9時笳
第4金曜日の午後1時～4時
▼相談場所＝笊笳は水道庁舎1階人権
推進部相談室笆は樽井公民館3階控室
▼相談員＝阿古安子

あ こ や す こ

さん（ウィメン
ズセンター大阪カウンセラー）
▼費　用＝無料
▼申込み＝お電話で事前にお申し込
みください
▼その他＝▽相談はお一人につき1時
間程度です▽秘密は固く厳守されま
す
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

人権擁護委員が市民の
皆さんの人権に関する相
談をお受けするのが「人
権相談」です。お気軽に、
ご利用ください。
▼と　き＝12月9日貂、
12月10日貉※時間はいず
れも午後2時～4時
▼ところ＝人権推進部・
相談室（泉南市水道庁舎
1階）
▼費　用＝無料
▼申込み＝事前申込みは
不要です
▼その他＝秘密は厳守さ
れます
▼問合せ＝人権推進課
（薀祟０００１・内線
270／蕭祗００７５）

阿古安子さん



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００３.11） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊11月５日貉 
笆12月３日貉 

笊平成15年６月生 
笆平成15年７月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

11月26日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年４月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

11月12日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年４月生 

11月20日貅 
午後１時～１時半 平成13年10月生 

11月27日貅 
午後１時半～２時 平成13年４月生 

歯みがき教室 11月27日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年９月生 
平成14年３月生 

11月10日豺 
午後１時半～２時半 
11月５日貉ツベルクリン反応検査 
11月７日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

風しんの予防接種 11月19日貉 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
11月６日貅・ラリーズ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

12月1日豺、8日豺、 
15日豺、22日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

12月15日豺 
午後１時～３時 

11月18日貂 
11月25日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊11月７日貊 笆12月５日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
十
八
日

豸
の
午
前
中
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
基
本
健
康
診
査
、
胃

が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
（
女
性
の

み
）
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
男
女
各
二
五
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
男
性
八
〇

〇
円
、
女
性
一
五
〇
〇
円
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
四
日
貂
〜
十

一
月
十
四
日
貊
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
日
曜
日
健
診
希
望
、
住
所
、
名

前
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四
／
泉

南
市
信
達
市
場
一
五
八
四
の
一
・
泉

南
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
平
成
十
六
年
一
月
十
八
日

豸
の
午
前
中
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
女
性

市
民
▼
定
員
＝
三
五
人
▼
費
用
＝
七

〇
〇
円
▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
一
枚
▼
申
込
み
＝
十
一
月

十
日
豺
以
降
に
、
お
電
話
ま
た
は
直

接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
▼
問
合

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
六
日
貅

午
後

二
時
〜
四
時
笆
十
一
月
十
二
日
貉
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府

泉
佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
講
堂
（
泉

佐
野
市
上
瓦
屋
五
八
三
の
一
）
▼
内

容
・
講
師
＝
笊
①
家
族
、
介
護
者
の

立
場
か
ら
②
痴
呆
予
防
の
暮
ら
し
方

笆
公
開
講
座
・
痴
呆
性
高
齢
者
の
介

護
に
つ
い
て
▼
講
師
＝
笊
①

登
の
ぼ
り

文
子

ふ
み
こ

さ
ん
（
熊
取
介
護
者
迚
家
族
迥

会
会
長
）
②
吉
田
澄
世

よ
し
だ
す
み
よ

さ
ん
（
大
阪

府
泉
佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
保
健
師

笆
税
所
幸
子

さ
い
し
ょ
さ
ち
こ

さ
ん
（
高
齢
者
福
祉
施

設
け
ま
喜
楽
苑

き
ら
く
え
ん

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い

な
の
家
ホ
ー
ム
長
）
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話

で
、
大
阪
府
泉
佐
野
府
民
健
康
プ
ラ

ザ
（
薀
磆
７
７
０
１
／
蕭
磆
５
４
２

６
）

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
五
日
貂
午
前

十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
尾

崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
講
堂
▼
講
師
＝

中
村
昭
代

な
か
む
ら
あ
き
よ

さ
ん
（
大
阪
知
的
障
害
者

育
成
会
地
域
療
育
等
支
援
事
業
担

当
、
発
達
障
害
児
・
者
の
性
教
育
研

究
会
会
長
）
▼
対
象
＝
概
ね
二
十
歳

未
満
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
及
び
関
係
職
員
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
十
四

日
貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
大
阪
府
尾

崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
薀
磚
６
０
０

１
）

▼
と
き
＝
笊
十
一
月
四
日
貂
午
後
一

時
〜
四
時
笆
十
一
月
十
一
日
貂
午
後

一
時
半
〜
四
時
半
笳
十
一
月
十
八
日

貂
午
後
一
時
半
〜
四
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
大
阪
府
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ
ザ

講
堂
▼
テ
ー
マ
＝
笊
自
己
表
現
か
ら

自
分
を
み
つ
め
る
笆
私
の
ス
ト
レ

ス
、
家
族
の
ス
ト
レ
ス
・
そ
の
一
笳

私
の
ス
ト
レ
ス
、
家
族
の
ス
ト
レ

ス
・
そ
の
二
▼
講
師
＝
笊
野
本
美
奈

の
も
と
み
な

子こ

さ
ん
（
大
阪
大
学
大
学
院
）
笆
笳

貴
志
素
子

き
し
も
と
こ

さ
ん
（
ゆ
た
か
ク
リ
ニ
ッ

ク
副
院
長
）
▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
笊
ハ
サ
ミ
、

の
り
、
不
要
に
な
っ
た
雑
誌
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府
泉
佐
野
府
民

健
康
プ
ラ
ザ
（
薀
磆
７
７
０
１
）
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痴
呆
性
高
齢
者

理
解
促
進
講
座

ス
ト
レ
ス
講
座
を

開
催
し
ま
す

日
曜
日
健
診
を

実
施
し
ま
す

講
演
会
／
障
害
の
あ
る

子
ど
も
の
思
春
期
と
性

日
曜
日
の
乳
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す

軆みんな　ともだち　地球の仲間躱をテーマに、
動物とともに暮らす楽しさ、人間と動物のかか
わり方についての理解と動物愛護の精神、正し
い動物の飼い方の普及等を目的に大阪動
物愛護フェスティバルを開催します。
▼と　き＝11月9日豸午前10時～午
後4時（小雨決行）
▼ところ＝りんくうパパライベン
ト広場
▼内　容＝▽ブラスバンド演奏▽麻
薬探知犬模範演技▽盲導犬デモンス
トレーション▽警察犬デモンストレーシ
ョン▽長寿動物表彰状授与式▽動物しつけ教
室▽アジリティードッグ実演▽動物図画展示等
▼入場料＝無料

▼問合せ＝譖大阪府獣医師会　動物愛護フェス
ティバル委員会（薀磋０３６６）
蜷仔犬の新しい飼い主を探しています蜻

参加を希望される方は、事前に申し込
んでください。
▼と　き＝11月9日豸
▼ところ＝りんくうパパライベン
ト広場・大阪動物愛護フェスティ
バル’03子犬の新しい飼い主探しブ
ース
▼内　容＝笊受付（午後0時半～）笆

動物しつけ教室（午後1時半～）笳子犬
の新しい飼い主探し（午後3時～）

▼申込み・問合せ＝お電話で大阪府泉佐野府民
健康プラザ（薀磆７７０１）
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市域の山間部で整備が進められている（仮称）泉南市農業公園。同公園内の花畑ゾーンの積極的
かつ有効的な活用を促進するため、市農林水産課では、約３,０００裃に８万本のコスモスを栽培。
市民の皆さんに満開のコスモスを楽しんでいただこうと、見頃となる10月中旬に合わせて、同園を
一般開放し、お一人10本までのお持ち帰りいただく「コスモス園の無料開放」実施しました。週末
には、満開のコスモスを一目見ようと大勢の家族連れなどでにぎわいました。 （１０月１５日）

赤、白、黄色があたり一面
コスモスが満開に咲きました

ジェットスポーツ(水上オートバイ）の日本一を決
める「'03ジェットスポーツ全日本選手権シリーズ第
５戦泉南大会」と「'03JISFリージョナルシリーズ第
６戦泉南大会」がサザンビーチで開催され、全国か
ら291人がエントリー。各クラスに分かれ、チャン
ピオンシップをめざして、熱戦を繰り広げました。
水上では時速100㌔を超えるデッドヒートや高度な
テクニックが必要とされるコーナーワーク等、全日
本レベルでしか見ることができない迫力あるシーン
が海岸間近で展開されました。 （９月１５日）

時速100キロ超のデッドヒート
サザンビーチで全日本選手権開催

10

ケーブルテレビのチャ
ンネル９では、泉州地域
４市３町の地域情報番組
「わくわくりんくう」を
映像と文字番組で放送し
ています。但し、視聴す
るにはケーブルテレビへの加入が必要です。また、視
聴できない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

11月４日貂 
　　～ 
11月17日豺 

11月18日貂 
　　～ 
12月１日豺 

貫頭衣に竪穴式住居、竹で作った 
弓矢や甑（こしき）で炊いた赤米。 
信達幼稚園の園児たちが体験した 
古代の生活の模様を紹介します。 

今年も市役所前に各地区自慢のや 
ぐら17台が大集合します。迫力満 
点！郷土の伝統芸能を継承したや 
ぐらの曳行をご覧ください。 

10月21日貂 
　　～ 
11月３日豺 

今年も市立幼稚園の園児たちが、 
文化ホールのステージで元気い 
っぱいに踊りや歌を披露してく 
れます。 

そそ
のの
油油
断断

火火
かか
らら
炎炎
へへ

災災
いい
へへ
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文部科学省の生涯学習まちづくりモデル支援事業
として「第１回泉南軆楽躱会」がさわやかな秋晴れ
の中、あいぴあ泉南において、市内外から約250人
が参加して開催されました。
第１部の「まちづくり子どもサミット」（写真）で

は、子どもたちが未来の泉南市への夢や希望を語り
合いました。第２部では、「交流で拓くまちづくり」
をテーマに、向井泉南市長と姉妹都市の古久保龍神
村長らも参加してインタビューダイアローグが行わ
れ、活発な意見交換が行われました。
さらに分科会では、「文化・歴史」「交流」「自然・

環境」の３テーマに沿った事例発表が行われ、参加
者たちは熱心に意見や情報交換を行いました。

（１０月４日）

生涯学習まちづくりモデル支援事業
第１回泉南軆楽躱会を開催！

子育て支援センター・ひだまりを利用している親
子の輪が広がって、現在いくつかのグループが活動
しています。その６グループの保護者らが中心とな
って企画・運営された第一回目となる「ひだまり運
動会」が市民体育館で開催され、障害物競走やかけ
っこ、追いかけ玉入れなどの競技に、53組（約100
人）の親子がさわやかな汗を流しました。
参加したお母さんのお一人は、「今までの井戸端会

議的な集まりだけではなく、どうしたら保護者もこ
どもも共に楽しめるかを仲間とともに話し合い、企
画しました。来年以降もぜひ、続けていきたいです
ね」と笑顔で話してくれました。 （１０月３日）

ひだまりの運動会で
こどもたちと一緒に楽しもう！

チ
ェ
ッ
ク

十
一
月
九
日
豸
か
ら
十
五
日
貍
の

秋
期
全
国
火
災
予
防
運
動
に
お
い
て
、

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
次
の
よ
う

な
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

笊
火
災
予
防
広
報
＝
大
阪
市
消
防
局

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
防
火
広
報

を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
と
消
防
職
員
に
よ
る
防
火

広
報
を
実
施
し
ま
す
。

笆
予
防
査
察
＝
市
内
事
業
所
に
予
防

係
員
、
危
険
物
施
設
を
有
す
る
事
業

所
に
は
危
険
物
係
員
を
そ
れ
ぞ
れ
派

遣
し
、
従
業
員
の
防
火
指
導
と
施
設

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
事
業
所
の
火

災
予
防
に
努
め
ま
す
。

笳
立
入
検
査
＝
事
業
所
（
ス
ー
パ
ー
、

ホ
テ
ル
、
病
院
等
）
の
立
入
検
査
を

実
施
し
、
よ
り
一
層
の
防
火
管
理
体

制
の
確
率
を
図
り
ま
す
。

笘
防
火
（
鼓
笛
）
パ
レ
ー
ド
＝
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
（
鳴
滝
幼
稚
園
）

を
先
頭
に
、
火
災
予
防
協
会
会
員
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
並
び
に
女
性
消

防
団
員
が
十
一
月
十
日
豺
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
（
雨
天
の
場
合
は
十
一

月
十
一
日
貂
に
順
延
）。
前
畑
団
地
内

を
パ
レ
ー
ド
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
火
を
呼
び
か
け
ま
す
。

笙
消
防
団
員
に
よ
る
特
別
地
水
利
調

査
＝
消
防
団
全
分
団
に
よ
り
、
市
内

全
域
の
消
防
水
利
特
別
調
査
を
実
施

し
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
す
。

▼
全
国
一
斉
実
施
事
項

盧
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
＝
高
齢
者

等
、
災
害
弱
者
の
死
亡
発
生
防
止
に

重
点

盪
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進
＝
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
や
放
火
火

災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
対
策
を
推
進

蘯
消
火
器
事
故
防
止
対
策
の
推
進
＝

老
朽
化
消
火
器
に
よ
る
事
故
防
止
や

住
宅
に
適
し
た
消
火
器
等
の
普
及

盻
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
火
安
全

体
制
の
充
実

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
祕
０
１
１

９
）平

成
十
五
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
試
験
日
＝
笊
十
二
月
七
日
豸
笆

平
成
十
六
年
二
月
十
五
日
豸
▼
試

験
会
場
＝
大
阪
府
立
大
学
▼
願
書

受
付
期
間
＝
笊
十
一
月
十
一
日
貂

〜
十
三
日
貅
笆
一
月
二
十
一
日
貉

〜
二
十
三
日
貊
▼
試
験
案
内
の
配

布
＝
各
試
験
の
願
書
受
付
期
間
の

約
一
ヶ
月
前
か
ら
消
防
本
部
で
配

布
し
ま
す
▼
そ
の
他
＝
試
験
準
備

講
習
、
保
安
講
習
、
免
状
の
書
き

換
え
に
つ
い
て
は
、
消
防
本
部
予

防
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

い
▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕

０
１
１
９
）
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泉南市の北部にある

「氏の松遺跡」は、弥生時

代初め頃の集落や中世の

時期の耕作にともなう水

路などがみつかった遺跡

として有名ですが、この

遺跡名となっている「氏

の松」が実在したことは

あまり知られていません。

それではこの「氏の松」

はどんな木だったのでし

ょうか？

その昔、岡田
おか だ

地区の里

外神社境内に大きな松の

木があり、その木から西

に１kmほど離れた場所に

「氏の松」がありました。

「氏の松」も高さが15ｍ近

くある大木で、この二本

の大きな松は夫婦松とし

て親しまれていました。

海に近い場所にあったこ

とから、船の上からもこ

れらの松はよく見えたこ

とでしょう。

しかし明治の時代に里

外神社の松に雷が落ち、

枯れてしまいました。そ

の後、伴侶を失った悲し

みのためでしょうか、「氏

の松」の樹勢も次第に衰

え、ついに枯れてしまっ

たそうです。

（写真提供・里外
り げ

神社）

氏
うじ

の松
まつ

の大木

～泉南のみどり・11～
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